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秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
大
庄
ま
つ
り
が
九
月
二
十
一

日
㈰
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
尼
崎（
セ

ン
タ
ー
プ
ー
ル
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
手
を
つ
な
ぎ　

絆

を
ひ
ろ
げ
る　

地
域
の
輪
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
庄
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
力
を
合
わ

せ
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
大
庄

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
は
今

年
も
バ
ザ
ー
の
店
を
開
き
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
開
門
を
今
か
今

か
と
待
ち
わ
び
る
長
蛇
の
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
大
庄
老
連

の
バ
ザ
ー
は
大
庄
ま
つ
り
の
中

で
、
毎
年
人
気
コ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
安
く
て
い

い
も
の
が
あ
る
」
と
の
評
判
が

定
着
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
提
供
さ
れ

た
九
八
〇
点
の
商
品
に
前
日
、

女
性
部
が
中
心
に
な
っ

て
値
段
を
付
け
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
の
店
は
開
門
と

同
時
に
ド
ッ
と
お
客
さ
ん
が

押
し
寄
せ
ま
し
た
。た
ち
ま
ち
、

二
重
・
三
重
の
人
垣
が
で
き
る

盛
況
で
す
。
お
客
さ
ん
対
応
の

女
性
部
十
一
人
と
警
備
の
男
性

役
員
五
人
は
う
れ
し
い
悲
鳴
で

す
。
目
玉
商
品
の
タ
オ
ル
と
石

け
ん
は
「
お
一
人
一
個
ず
つ
で

す
」
の
注
意
書
き
が
張
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

堀
川
女
性
部
長
は
「
有
名
ブ

ラ
ン
ド
も
の
が
安
く
手
に
入
る

の
で
人
気
で
す
。
そ
れ
な
り
の

値
打
ち
が
理
解
さ
れ
て
い
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
」と
満
足
顔
。

売
上
金
（
一
八
六
、二
八
六
円
）

は
老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
に
計

上
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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五
月
十
八
日
㈰
、
晴
天
の
も

と
、
各
地
域
と
武
庫
川
河
川
敷

で
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
ク
ラ
ブ
か
ら
三
名
参
加
し

ま
し
た
。
九
時
に

各
地
域
を
出
発

し
て
、
武
庫
川
ま

で
の
道
路
や
公

園
で
清
掃
活
動

を
行
い
な
が
ら
、

武
庫
川
河
川
敷

へ
向
か
い
、
河
川

敷
で
清
掃
を
行

い
、
十
時
ご
ろ
終

了
し
ま
し
た
。
地

域
や
武
庫
川
河

川
敷
も
年
々
き

れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
も
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
、
地
域
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

一
八
三
名
の
参
加
で
し
た
。

　

大
庄
ま
つ
り
の
当
日
は
、
事

前
の
天
気
予
報
と
大
き
く
異
な

り
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
老
連
の

バ
ザ
ー
会
場
に
は
開
場
と
同
時

に
次
々
と
絶
え
間
な
く
多
く
の

方
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
も
大
庄
地
区
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
の
善
意
で
た
く
さ

ん
の
品
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

例
年
の
こ
と
な
が
ら
物
品
の

移
動
、
値
付
け
、
販
売
を
、
女

性
部
や
役
員
の
皆
さ
ん
が
裏
方

で
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
姿

を
見
て
感
激
で
す
。
提
供
者
の

気
持
ち
を
無
に
せ
ぬ
よ
う
、
出

品
さ
れ
た
品
物
を
扱
う
気
配
り

が
あ
り
、
値
付
け
も
慎
重
で
消

費
者
の
立
場
に
立
っ
た
発
想
で

真
剣
で
す
。

　

販
売
面
で
は
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
一
つ
は
、
バ
ザ
ー
従
事
者

に
女
性
は
オ
レ
ン
ジ
色
、
男
性

は
エ
ン
ジ
色
の
上
衣
を
着
用
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
お
か
げ

で
売
り
手
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ

ん
と
の
区
別
が
容
易
に
な
り
、

ス
タ
ッ
フ
が
テ
キ
パ
キ
と
物
事

を
処
理
す
る
姿
が
目
立
ち
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
、商
品
の
並
べ
方
、

置
き
方
に
つ
い
て
。
石
け
ん
や

タ
オ
ル
な
ど
販
売
個
数
の
制
限

に
知
恵
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
へ
の
声
の
掛

け
方
、
や
り
取
り
が
実
に
明
る

く
、さ
わ
や
か
に
感
じ
ま
し
た
。

　

男
性
役
員
は
、
売
り
場
後
方

の
一
部
に
ロ
ー
プ
を
張
り
混
雑

を
防
止
し
た
り
、
監
視
と
き
め

細
か
な
声
掛
け
、
荷
造
り
の
お

手
伝
い
な
ど
で
貢
献
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
全
員

の
最
後
ま
で
商
品
を
売
り
切
る

と
い
う
強
い
執
念
に
圧
倒
さ
れ

た
次
第
で
す
。

　

次
に
お
客
さ
ん
か
ら
も
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
バ
ザ
ー
は
良
い
も

の
が
多
く
楽
し
み
」「
皆
さ
ん

の
笑
顔
と
愛
想
が
良
く
て
親
切

だ
ね
」「
商
品
を
購
入
し
た
ら
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と

言
っ
て
い
た
だ
い
た
。
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
、
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
で
す
」
と
、
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
物
品
を
提
供
く
だ
さ
っ
た

会
員
の
皆
さ
ん
、
運
搬
、
値
付

け
、
販
売
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
女
性
部
と
役
員
の
皆
さ
ん

に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

全
員
が
力
を
合
わ
せ
た
素
晴

ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
し

た
。
最
後
は
充
実
し
た
時
間

と
、
み
ん
な
で
や
り
き
っ
た
達

成
感
、例
年
に
な
い
好
結
果
に
、

前
日
か
ら
の
準
備
、
当
日
の
作

業
の
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
手
拍

子
で
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
手
締
め

を
し
て
、
散
会
致
し
ま
し
た
。

【
平
成
二
十
六
年
度
　
バ
ザ
ー

実
績
報
告
】

出
品
点
数
　
九
八
〇
点

売
上
金
　
一
八
六
、二
八
六
円

　9月 15 日㈪、尼崎市総合老人福祉センターで行われた、平成
26 年度尼崎市老人福祉大会において、大庄地区から 11 名・2ク
ラブが受賞しました。おめでとうございます。

〈老人クラブ指導育成功労者〉　　窪田　一男さん・中㟢　紀夫さん
中村　照男さん・矢野　増一さん
寺岡チカ子さん・野間　茂樹さん
安川　　稔さん・宮嵜　幸市さん

〈優良老人クラブ〉　　　　　　　東第２琴浦クラブ・紫光苑瑞長会

〈市老連会長表彰〉　　　　　　　吉川　　博さん・橋本寿賀子さん
堀川美智子さん　　　　　　　　

平成 26 年度 尼崎市老人福祉大会
11 名・2 クラブが受賞

　10 月 8 日㈬、尼崎市記念公園ベイコム総合体育館に各地区 60 名、
合計360名が集い、熱戦を繰り広げました。大庄地区は最終種目を残し、
5位につけていましたが、最後の玉入れで大逆転。3連覇を達成しまし
た。参加の皆さんお疲れさまでした。

　9月 25 日㈭、台風くず
れの低気圧の影響による雨
の予想から、奇跡的な回復
を見せ、雨にあうこともな
く、宇治平等院、おごと温
泉、近江八幡市日牟禮ヴィ
レッジを巡ってきました。
昼食時には、カラオケで盛
り上がり、温泉も素晴らし
く、楽しい日帰り旅行とな
りました。84 名の参加で
した。

　6月 5日㈭、6日㈮の日程で 1泊旅行に行ってきま
した。1日目は姫路城大河ドラマ館を見学した後、姫
路港から船に乗り小豆島に渡り、大坂城残石記念公園
と手延そうめん館で見学・試食をした後、小豆島国際
ホテルに到着、楽しい宴会の後、就寝しました。
　2日目はオリーブ園の見学、映画「二十四の瞳」岬
の分教場で木造校舎などを観光しました。その後、つ
くだ煮の買い物、寒霞渓で展望・散策を行い、福田港
から船で 60分遊覧し、姫路港へ着き、大庄に帰って
きました。44名の参加で、ハート型のオリーブの葉っ
ぱを探すなど、絶えず笑い声が聞こえる和やかな旅行
でした。

～
大
庄
ま
つ
り
バ
ザ
ー
報
告
～

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会

会
長
　

吉
川
　
　
博

皆
さ
ま
の
善
意
と
協
調
に
感
謝

春
の
10
万
人
　
わ
が
ま
ち
ク
リ
ー
ン
運
動

長寿ふれあい運動会会員ふれあい旅行

ふれあいのつどい

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
教
養
講
座
を
、
食
事
会
や

バ
ス
旅
行
な
ど
多
く
の
会
員
さ

ん
が
集
ま
る
催
し
の
時
に
挟
み

込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
十
月
に
は
姫
路
城
を
借

景
す
る
日
本
庭
園
「
好
古
園
」

の
散
策
の
時
、
隣
接
す
る
「
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
」
に
総
勢

二
十
八
名
で
見
学
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
兵
庫
の
東
端
に
あ
る

尼
崎
が
戦
国
時
代
に
は
摂
津
国

で
あ
っ
た
り
、
兵
庫
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
今
の
兵
庫
県
の
ご
く

一
部
の
領
地
で
あ
っ
た
と
ガ
イ

ド
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

「
へ
ー
！
」

　

時
代
が
変
わ
り
北
前
船
の

五
十
分
の
一
の
模
型
の
前
で
当

時
の
通
商
規
模
の
大
き
さ
に

「
ホ
～
！
」

　

郷
土
の
偉
人
や
有
名
な
寺
社

仏
閣
の
説
明
で
は
質
問
も
飛
び

出
し
て
予
定
時
間
オ
ー
バ
ー
。

し
っ
か
り
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

見
学
の
あ
と
は
塩
田
温
泉
で

に
ぎ
や
か
に
食
事
・
カ
ラ
オ

ケ
。
帰
途
は
明
石
の
「
魚
の
棚

商
店
街
」
で
海
の
幸
の
土
産
物

を
皆
さ
ん
疲
れ
も
見
せ
ず
買
い

求
め
、
楽
し
く
有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
浜
田
第
4
寿
ク
ラ
ブ

地
頭
所
勝
利
）

　

指
導
者
・
喜
多
林
三
氏
の

放
っ
た
矢
は
「
的
」
の
ど
真
ん

中
に
突
き
刺
さ
り
、一
瞬
の
後
、

会
場
が
ど
よ
め
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
四
十
名
の
参
加
者
で

実
施
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
五
～
十

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
円
形
の
的
を

め
が
け
て
息
を
使
っ
て
矢
を
放

ち
、そ
の
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。特
徴
は
腹
式
呼
吸
を

ベ
ー
ス
に
し
た
、ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
式
呼
吸
法
で
す
。年
齢
を
問

わ
ず
誰
で
も
手
軽
に
で
き
、そ

し
て
姿
勢
が
良
く
な
り
、精
神

力
・
集
中
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

　

今
回
は
、体
験
教
室
と
し
て

初
心
者
を
中
心
と
し
た
体
験
を

し
た
後
は
、西
大
島
連
協
の「
ふ

れ
あ
い
喫
茶
こ
こ
ろ
」の
協
力

を
得
て
、和
気
あ
い
あ
い
と
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
深
め

ま
し
た
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長　

中
㟢　

紀
夫
）

　

私
た
ち
東
大
島
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
第
2
・
第
3
・
第
4
・
第

5
白
寿
会
の
四
単
位
ク
ラ
ブ
が

合
同
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
十

年
ほ
ど
前
は
八
単
位
ク
ラ
ブ
で

に
ぎ
や
か
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
四
単
位
ク
ラ
ブ

に
な
り
残
念
で
す
。
会
長
は
す

べ
て
女
性
で
女
性
部
の
役
員
の

方
々
と
共
に
、
宝
塚
歌
劇
団
の

よ
う
に
華
や
か
で
す
。年
に
四
・

五
回
役
員
会
を
開
き
、
行
事
決

定
と
活
動
開
始
が
早
い
の
が
自

慢
で
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
会

員
さ
ん
に
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
、
交
流
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
喜
ん

で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
行
事

を
考
え
て
い
ま
す
。
大
井
戸
公

園
、水
明
公
園
の
バ
ラ
観
賞
会
、

宮
内
公
園
の
梅
見
、
コ
ス
モ
ス

畑
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
健

康
増
進
活
動

や
、
二
十
六

年
度
は
社
協

職
員
杉
本
氏

の
講
演
「
無

縁
社
会
を
御

縁
の
あ
る
社

会
に
す
る
に

は
」
の
教
養
講
座
を
開
い
て
好

評
で
し
た
。
ま
た
娯
楽
活
動
で

は
、
年
に
一
度
「
天
満
座
」
演

劇
鑑
賞
を
実
施
し
て
大
変
好
評

で
す
。

　

こ
の
東
大
島
ブ
ロ
ッ

ク
が
発
足
し
て
三
十
年

の
歴
史
を
大
切
に
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長　

小
田　

佳
子
）

会
員
数
一
六
〇
名
、
稲
葉
荘
第

1
福
寿
会
、
稲
葉
荘
第
2
福
寿

会
、シ
ニ
ア
の
会
は
な
み
ず
き
、

長
楽
会

ブ
ロ
ッ
ク
行
事

　

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に

結
び
つ
く
活
動
に
重
点
。
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
か
ら
講
師

を
招
い
て
実
技
指
導
を
受
け
た

り
、
講
演
や
お
薬
教
室
で
お
話

を
聞
い
た
り
、
行
事
へ
の
参
加

も
毎
回
五
十
名
ほ
ど
あ
り
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
継
続
事
業

◎
稲
葉
荘
第
1
福
寿
会

　

地
域
の
保
育
所
の
園
児
と
一

緒
に
、
月
一
回
清
掃
活
動
と
交

流
に
取
り
組
み
、
地
域
貢
献
を

十
数
年
前
か
ら
継
続
。

◎
稲
葉
荘
第
2
福
寿
会

　
「
高
齢
ひ
と
り
者
交
流
会
」

の
名
で
敬
老
行
事
を
開
催
。
地

域
の
芸
の
達
人
と
会
員
が
、
歌

と
踊
り
で
楽
し
み
笑
顔
と
感

動
。
屋
外
散
策
研
修
で
は
市
内

の
名
所
や
公
園
、
資
料
館
を
め

ぐ
る
。
バ
ス
旅
行
も
好
評
で
た

く
さ
ん
の
会
員
参
加
あ
り
。

◎
シ
ニ
ア
の
会
は
な
み
ず
き

　

カ
ラ
オ
ケ
教
室
を
毎
月
一
回

開
催
。
大
好
き
な
歌
を
歌
っ
て

命
の
洗
濯
を
し
て
い
ま
す
。
随

時
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
兼
ね

て
バ
ス
で
の
小
旅
行
、
手
芸
な

ど
の
趣
味
教
室
、
書
画
の
鑑
賞

会
も
開
催
。

◎
長
楽
会

　

若
葉
会
館
で
カ
ラ
オ
ケ
を
月

二
回
開
き
、
会
員
の
親
睦
と
き

ず
な
づ
く
り
。
小
学
児
童
と
カ

プ
ラ
積
み
木
遊
び
で
交
流
し
た

り
、
会
員
と
高
齢
ひ
と
り
者
と

の
対
話
集
会
を
随
時
開
催
し
、

地
域
貢
献
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長　

吉
川　
　

博
）

健
康
づ
く
り
と
介
護
予
防
に
重
点

　

大
庄
西
で
は
、
原
則
毎
月
第

二
日
曜
日
に
「
日
帰
り
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
さ

ま（
大
庄
西
町
四
ー
十
六
ー
六
）

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
機
能

訓
練
体
操
教
室
を
会
費
無
料
で

開
催
中
で
す
。
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ

リ
マ
シ
ン
を
使
っ
た
機
能
訓
練

で
、
体
力
の
維
持
向
上
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。
五
種
類
の
マ
シ

ン
で
機
能
低
下
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

ロ
ー
イ
ン
グ
：
背
広
筋
、
菱
形

筋
を
強
化
、
円
背
（
猫
背
）
予

防
改
善
に

レ
ッ
グ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
：

内
側
広
筋
を
強
化
、
階
段
の
上

り
下
り
を
ス
ム
ー
ズ
に

レ
ッ
グ
プ
レ
ス
：
下
肢
筋
力
全

般
を
強
化
、
日
常
生
活
を
楽
に

ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
：
体
幹
の
安

定
を
強
化
、
ふ
ら
つ
き
解
消
、

予
防
に

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
：
心
肺
機
能
の

強
化
、体
力
向
上
、抵
抗
力
ア
ッ

プ
に

　

体
験
ご
希
望
の
方
は
、
千
夏

会
高
木
（
携
帯
電
話
〇
九
〇
ー

三
七
一
四
ー
〇
七
九
一
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長　

高
木　

健
一
）

　

崇
徳
院
老
人
ク
ラ
ブ
は
寿
会

と
い
っ
て
、
第
一
か
ら
第
五
ま

で
、
五
つ
の
ク
ラ
ブ
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
年
間
行
事
と

し
て
は
、

㈠
年
の
初
め
に
福
祉
会
館
に
て

お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
。

㈡
桜
の
季
節
に
蓬よ
も

川が
わ

公
園
に

て
お
花
見
会
。

㈢
カ
ラ
オ
ケ
会

　
日
曜
日
を
の
ぞ
く
毎
日
十
三

時
か
ら
十
七
時
ま
で
、
十
五
名

か
ら
二
十
名
ほ
ど
が
参
加
。
年

に
一
回
大
会
を
開
い
て
い
ま

す
。福
祉
協
議
会
と
合
同
で
す
。

㈣
年
に
一
度
の
予
定
で
有
名
人

を
招
い
て
講
演
会
。

㈤
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
小
学
校
の
休
み
以
外
、
通
学

路
や
地
区
内
を
朝
夕
パ
ト
ロ
ー

ル
。
福
祉
協
議
会
と
合
同
。

㈥
日
帰
り
バ
ス
旅
行

　
各
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
年
一
回

か
ら
二
年
に
一
回
の
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
貸
切
バ
ス
に
て

温
泉
旅
館
へ
行
き
ま
す
。

※
第
五
寿
会
が
「
歩
こ
う
会
」

と
称
し
、
月
一
回
決
め
た
コ
ー

ス
を
有
志
で
歩
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
公
園
内
の
古
電
車
の
中

で
、
お
茶
菓
子
持
参
で
童
謡
に

合
わ
せ
、
指
運
動
や
お
し
ゃ
べ

り
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

三
十
名
ほ
ど
参
加
者
が
い
ま

す
。

※
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
入
会
資
格
者
は

年
々
増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
当
寿
会
は
毎
年
少
し
ず

つ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど

う
か
い
い
知
恵
、
ア
イ
デ
ア
を

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
長　

細
田
よ
し
子
）

カ
ラ
オ
ケ
会
で
大
盛
り
上
が
り

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
だ
よ
り

パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
マ
シ
ン
を
使
っ
た

　

機
能
訓
練
体
操
教
室
を
開
催
中
！

大庄西

東大島

稲葉荘

崇徳院

東
大
島
ブ
ロ
ッ
ク

発
足
し
て
30
年

西大島

「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」体
験
会

浜田

県
立
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
て

　5月 29 日㈭の、午後 1時 30 分
から、大庄公民館 3階ホールにお
いて、女性部セミナーを開催しまし
た。尼崎市役所健康支援推進担当の
大橋さんと小川さんに講師としてお
越しいただき、「生活習慣病予防か
ら考える介護予防について」をテー
マに約 40 分お話いただきました。
42名の参加でした。

女性部セミナー

女性部活動報告

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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六
月
五
日
は
白
寿
会
の
日
帰

り
旅
行
に
行
く
日
で
、
総
勢

二
十
四
名
。う
ち
男
性
五
名
で
、

当
保
養
荘
か
ら
送
迎
バ
ス
が
来

ま
す
。
行
く
前
日
に
「
近
畿
地

方
は
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
」と
、

テ
レ
ビ
で
放
送
が
あ
り
、
五
日

は
当
然
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
な

ん
の
な
ん
の
珍
し
く
青
空
が
見

え
て
い
る
し
、
六
甲
山
の
山
々

が
奇
麗
に
見
え
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！

　

こ
れ
も
会
員
さ
ん
の
日
頃
の

行
い
が
良
い
か
ら
だ
と
笑
っ
て

い
ま
し
た
が
、
送
迎
の
バ
ス
が

来
て
も
、
ま
だ
一
人
来
て
い
な

い
の
で
呼
び
に
行
き
、
な
ん
と

か
全
員
無
事
に
時
間
通
り
発
車

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

車
に
乗
れ
ば
四
十
分
ほ
ど
で

着
き
ま
す
が
、
道
中
、
甲
山
、

北
山
緑
化
植
物
園
を
通
り
、
緑

色
の
木
々
が
冴
え
て
見
え
、
す

ご
く
時
間
を
短
く
感
じ
ま
し

た
。
少
し
早
め
に
温
泉
に
入
れ

て
も
ら
い
、
十
二
時
か
ら
宴
会

に
入
る
予
定
が
、
十
二
時
過
ぎ

て
も
風
呂
か
ら
上
が
っ
て
こ
な

い
の
で
、
あ
わ
て
て
呼
び
に
行

く
始
末
で
し
た
。

　

料
理
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
味

も
良
し
で
言
う
こ
と
な
し
。

四
十
五
分
く
ら
い
食
事
時
間
を

取
り
、あ
と
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

そ
し
て
終
了
後
に
カ
ラ
オ
ケ
と

続
き
ま
す
。
中
に
は
二
回
温
泉

に
行
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
六

甲
保
養
荘
の
温
泉
は
有
馬
温
泉

の
銀
泉
と
同
じ
で
と
て
も
肌
に

良
く
、
い
つ
ま
で
も
ポ
カ
ポ
カ

湯
ざ
め
な
し
。
誰
一
人
文
句
も

言
わ
ず
反
対
に
喜
ん
で
も
ら
っ

て
、
ま
た
三
時
に
は
バ
ス
に
乗

り
一
路
尼
崎
へ
。
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
も
感
じ
の
良
い
方
で
、

私
た
ち
役
員
は
一
日
楽
し
く
会

員
さ
ん
の
お
世
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
ケ
ガ
も
な
く
無
事
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
◇
　
俳
句
　
◇
◆

崇
徳
院
第
1
寿
会

瀬
下
　
　
正

落
ち
る
日
の
笑
顔
で
語
る
暑
さ
か
な

里
帰
り
あ
と
ひ
と
押
し
の
車
椅
子

山
の
駅
柿
の
み
や
げ
で
客
多
し

稲
刈
が
す
ん
で
雀
の
広
場
か
な

柿
の
木
と
故
郷
遠
い
車
椅
子

◆
◇
　
短
歌
　
◇
◆

道
意
第
7
千
歳
会

長
澤
　
克
己

魚う
お
ん
だ
な棚
明
石
の
門
央
深
場
に
て

　

獲
れ
し
美う
ま
み味
な
明
石
蛸
求
む

明
石
蛸
内
臓
抜
き
て
吸
盤
が

　

我
が
掌
に
ぴ
た
り
吸
ひ
つ
き
た
り
し

満
ち
潮
を
湛
へ
て
青
き
明
石
の
門と

　

六
月
入
り
て
雨
無
き
は
佳
き

初
夏
の
海
ひ
ね
も
す
煙
り
仄
か
な
る

　

色
籠
り
白
く
お
ほ
き
紫
陽
花

初
夏
の
朝
向
ひ
の
島
の
翳
映
ゑ
て

　

明
石
の
門と

に
は
潮
の
筋
見
ゆ

陽
の
五
月
雲
の
六
月
我
が
釣
り
の

　

夏
魚
の
愉
し
み
増
へ
て
忻き
ん

な
り

播
磨
灘
島
影
幽
か
白
銀
に

　

燃
へ
を
り
暗
き
青
葉
溢
れ
ぬ

荒
潮
の
香
の
立
ち
込
め
抱
擁
の

　

大
き
そ
の
躯
の
息
遣
き
感
ず

船
足
を
急
ぐ
も
の
あ
り
緩
や
か
に

　

戻
る
も
あ
り
て
漁
港
の
夏
夕　

　

日
本
の
総
人
口
の
一
割
を
占

め
る
東
京
で
は
、
五
輪
や
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
中
。
今
、

世
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ

し
や
す
い
の
は
性
格
で
は
な

く
、
実
は
脳
の
疲
労
が
原
因
と

聞
き
ま
す
。季
節
の
変
わ
り
目
、

雨
の
降
る
量
の
オ
ド
ロ
キ
、
怒

り
、
恐
怖
、
体
力
の
衰
え
を
自

覚
し
て
、
自
律
神
経
失
調
症
。

老
い
の
身
は
さ
み
し
い
の
が
当

た
り
前
で
す
。

　

少
し
で
も
地
面
が
あ
れ
ば
根

を
生
や
す
、
野
草
の
た
く
ま
し

さ
に
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
別

れ
の
情
が
深
い
ほ
ど
、
人
生
楽

し
か
っ
た
と
思
い
ま
し
ょ
う
。

改
め
て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て

い
ま
す
。

　

核
の
安
全
サ
ミ
ッ
ト
、
各
国

表
明
。
良
い
世
界
に
明
日
の
幸

せ
を
願
い
た
い
で
す
。

亡
夫
の
門
標
そ
の
ま
ま
に

ソ
テ
ツ
青
々
と
生
あ
り

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、

大
東
亜
戦
争
（
一
九
四
一
年
、

太
平
洋
戦
争
）に
突
入
。
南
京
、

ハ
ワ
イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、フ
ィ

リ
ピ
ン
、
各
地
の
連
戦
連
勝
の

報
に
昼
は
小
旗
を
振
っ
て
旗
行

列
。
夜
は
提
灯
行
列
と
乱
舞
し

た
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
十
八
年
頃
に
な
る
と
、

空
襲
に
見
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
防
空
壕
を
屋
内
に
作
れ
と

命
令
が
あ
り
、
畳
二
枚
を
上
げ

床
下
を
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り

下
げ
布
団
を
入
れ
、
家
族
五
人

が
入
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
後
、
各
地
で
Ｂ
29

の
爆
撃
が
激
し
く
な
り
、
屋
外

に
頑
丈
な
も
の
を
作
れ
と
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
尼
崎
は
地
盤
が

低
く
、
一
メ
ー
ト
ル
も
掘
る
と

水
が
湧
く
た
め
駄
目
で
し
た
。

そ
こ
で
父
は
農
家
で
大
八
車
を

借
り
、
西
宮
今
津
の
酒
造
会
社

で
古
酒
樽
を
買
い
、
私
が
後
ろ

を
押
し
、
武
庫
川
の
坂
を
休
み

な
が
ら
上
り
ま
し
た
。
庭
の
空

き
地
に
穴
を
掘
り
酒
樽
を
据

え
、
上
は
板
で
覆
い
内
は
布
団

で
、
水
は
な
く
快
適
で
し
た
。

　

当
時
尼
崎
南
部
は
東
洋
一
の

火
力
発
電
所
や
、
神
戸
製
鋼
、

住
友
電
工
、
久
保
田
鉄
工
な
ど

が
あ
る
重
工
業
地
帯
の
た
め
、

重
量
爆
撃
の
標
的
で
し
た
。
昭

和
二
十
年
八
月
十
日
（
終
戦
八

月
十
五
日
）
空
襲
が
あ
り
酒
樽

に
避
難
し
て
い
る
と
、
工
業
地

帯
に
投
下
す
べ
き
爆
弾
が
ボ
タ

ン
の
押
し
遅
れ
か
？　

浜
田
町

に
三
発
落
下
。
国
道
二
号
線
河

本
歯
科
医
院
前
、
西
警
察
署

（
当
時
は
田
ん
ぼ
）東
約
百
メ
ー

ト
ル
の
国
道
緑
地
帯
に
掘
っ
て

あ
っ
た
防
空
壕
に
避
難
し
た
数

名
が
負
傷
し
ま
し
た
。
我
が
家

は
爆
風
の
被
害
を
受
け
、
屋
根

瓦
、
縁
側
の
ガ
ラ
ス
な
ど
が
破

損
し
ま
し
た
が
、
家
族
一
同
は

無
事
で
し
た
。

　

四
日
後
に
終
戦
を
む
か
え
、

後
日
落
下
地
点
へ
行
く
と
、
直

径
二
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
二

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
下
は
水
の
た

め
不
明
の
大
穴
が
あ
い
て
い
ま

し
た
。

　

私
は
毎
日
の
よ
う
に
市
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
時
に
は

一
日
に
二
回
、
三
回
と
乗
る
時

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
高

齢
者
や
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お

母
さ
ん
や
、
障
害
が
あ
る
人
に

席
を
譲
っ
て
い
る
、
心
温
ま
る

場
面
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

あ
る
時
の
こ
と
で
す
。
小
学

校
低
学
年
と
思
わ
れ
る
兄
妹
が

バ
ス
待
ち
し
て
い
ま
し
た
。
バ

ス
が
着
い
て
先
に
乗
ろ
う
と
し

た
妹
を
、
兄
ち
ゃ
ん
が
後
ろ
か

ら
そ
っ
と
引
っ
張
っ
て
、
後
ろ

に
下
が
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
並

ん
で
い
た
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
（
私
も
そ
の
一
人
で
す
）
の

後
か
ら
、
続
い
て
兄
妹
が
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
運
転
手
さ
ん

も
そ
の
二
人
に
「
あ
り
が
と
う

ね
」
と
言
葉
を
か
け
て
お
り
ま

し
た
。

　

思
い
や
り
の
あ
る
お
子
さ
ん

に
、
育
て
ら
れ
た
親
御
さ
ん
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

市バスでの心温まる風景

シニアの会はなみずき
尼崎　睦子

東大島第 5白寿会
松井とよ子崇

徳
院
第
2
寿
会
　
西
宮
正
二
郎

会
員
文
芸

東
大
島
第
5
白
寿
会
　
東
　
　
君
子

●○問題○●　タテとヨコのカギを解いて、ABCDEFに入ることばを見つけてください。

※答えは8ページ ※全国老人クラブ連合会　老人クラブ「100万人会員増強運動」資料より抜粋

全国老人クラブ連合会 総力を結集して全国 100 万人会員増強を達成しよう！

老人クラブ
　　　「100万人会員増強運動」
老人クラブ
　　　「100万人会員増強運動」

１．趣旨
○65 歳以上人口が 3,000 万人を超える中、老人クラブは、新
たな仲間に呼び掛け、共に基本理念である「4つの“づく
り”」活動を目指します。
○そのため全国の老人クラブ関係者が総力を結集して、組織
活動の基盤となる会員増強に向けてこの運動を推進するも
のです。

２．運動期間
○５カ年計画（平成 26 年度～平成 30 年度）

３．運動目標
○全国 100 万人会員増強
―H10：887 万人⇒（H25：650 万人⇒H30：750 万人）を目指す―

４．主唱
全国老人クラブ連合会
都道府県・指定都市老人クラブ連合会

５．実施主体
市区町村老人クラブ連合会
単位老人クラブ

６．運動スローガン
「総力を結集して全国100万人会員増強を達成しよう！」
•高年パワー：75 歳以上の高齢者は 1,500 万人。会員増強の
中心世代です。
•女性パワー：6割を占める女性会員の結束で勧誘活動を強
化しよう。
•若手パワー：若手高齢者 1,500 万人。魅力ある活動は自ら
が創造しよう。

７．共通実施運動
〈３つの会員増強運動〉
運動１：「勧誘から始めよう！」

―会員一人ひとりが勧誘の担い手です―
運動２：「クラブをＰＲしよう！」

―知られていますか、あなたのクラブ―
運動３：「クラブをつくろう！」

―すべての地域にクラブの設置を―
８．取り組み体制への提案

　運動の効果が高まるよう次の取り組み体制を提案します。
これらを参考に単位クラブや市町村の実情に応じて、具体的
な取り組み体制や目標を設定してください。
単位老人クラブ
① 「会員増強委員会」（仮称）の設置
②計画設定・会員との合意形成
③町内会、自治会関係者との連携
④勧誘・ＰＲ活動の推進

市区町村老人クラブ連合会
①「会員増強運動推進委員会」（仮称）の設置
②老人クラブの実態把握
③相談機能の強化
④目標の設定
⑤成果の発表
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毎
年
最
後
、
最
後
と
言
い
つ

つ
五
月
の
連
休
に
兄
弟
（
と

い
っ
て
も
上
は
九
十
二
歳
、
下

は
七
十
歳
）が
声
を
掛
け
あ
い
、

年
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

今
年
は
弟
が
私
（
尼
崎
）
と
姉

（
淡
路
島
）
を
誘
い
、
鳴
門
の

田
舎
ま
で
車
で
里
帰
り
し
ま
し

た
。両
親
は
い
な
い
の
で
す
が
、

実
家
は
あ
り
ま
す
。

　

三
月
と
五
月
の
大
潮
時
し
か

で
き
な
い
レ
ジ
ャ
ー
で
、
太
平

洋
と
瀬
戸
内
海
の
潮
の
満
ち
引

き
の
干
潮
時
に
、
大
毛
島
の
磯

に
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
出
か
け
ま

す
。み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

ヒ
ジ
キ
、
ワ
カ
メ
、
ヨ
メ
ノ
サ

ラ
、
ナ
ガ
レ
コ
、
サ
ザ
エ
、
ほ

か
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
全
部
採

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
貝
や
海
藻

を
持
ち
帰
り
、
共
同
作
業
で
湯

が
い
た
り
、
選
り
分
け
た
り
す

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
そ
し
て

女
性
が
煮
付
け
を
し
て
出
来
上

が
り
で
す
。

　

そ
の
後
は
酒
の
ツ
マ
ミ
で
珍

味
珍
味
と
盛
り
上
が
り
、
い
つ

し
か
こ
ん
な
話
に
。
あ
と
何
年

続
く
や
ろ
ー
と
。
珍
味
採
り
の

珍
道
中
で
し
た
。

　

九
月
と
い
え
ば
健
康
づ
く
り

の
期
間
で
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
体
と
心
の
健
康
を
心
掛

け
る
月
で
す
。
日
々
の
健
康
へ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
掛
け
で
尊

い
命
が
守
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲

に
笑
顔
や
喜
び
を
も
た
ら
す
こ

と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
ず
自
分
自
身
で
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
①
一

日
三
十
分
歩
行
す
る
。
②
水
中

歩
行
を
す
る
。
③
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
。
④
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
、
等
々
で
す
。

　

ま
た
最
近
、
睡
眠
が
不
足
が

ち
の
人
を
多
く
見
う
け
ま
す
。

睡
眠
の
役
割
は
日
常
生
活
を
す

る
に
あ
た
っ
て
と
て
も
大
事
で

す
。
眠
っ
て
い
る
間
に
新
し
い

知
識
を
定
着
さ
せ
た
り
、
脳
を

作
り
育
て
、
守
る
働
き
を
す
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
読
ん
だ
本
の
中
に
、
ふ

く
ら
は
ぎ
は
「
第
二
の
心
臓
」

で
、
長
生
き
し
た
け
り
ゃ
「
ふ

く
ら
は
ぎ
を
も
み
な
さ
い
」
と

あ
り
ま
し
た
。
長
寿
に
向
け
、

健
康
に
留
意
し
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

道意第 3千歳会
中島　清春

私
の
健
康
心
得

道
意
第
4
千
歳
会
　
髙
濵
　
博
一

　

次
号
第
四
十
四
号
（
平

成
二
十
七
年
六
月
発
行
予

定
）の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

◇
内
容
…
ご
自
由
に
お
書
き
下

さ
り
、写
真
も
添
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。な
お
紙
面
の

都
合
上
、広
報
部
に
て
一
部
お
直

し
・
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◇
締
切
…
四
月
末
日

◇
要
領
…
市
販
の
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
）一
枚
程
度
に
、ブ

ロ
ッ
ク
名
・
所
属
会
名
・
氏
名
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。多
数

の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

※
ご
投
稿
の
方
々
に
は
粗
品
を

進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
編
集
後
記

　

今
年
は
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
旧

広
報
部
員
の
入
れ
替
え
が
あ
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
記
事
の

あ
る
新
聞
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
広
報
部
も
会
員
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
地
域
の
活
動
に

重
点
を
お
き
、
読
み
よ
い
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
新
聞
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各

単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
会
員
の

皆
さ
ま
に
理
解
さ
れ
て
、
大
庄

老
連
の
躍
進
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　

（
編
集
長　

松
永　

幸
枝
）

◆
広
報
部
員

　
部　

長　

三
場　

英
之

　

編
集
長　

松
永　

幸
枝

　
副
編
集
長　

中
西　

紀
子

　
副
編
集
長　

地
頭
所
勝
利

　

部　

員　

大
塚　

次
平

　

部　

員　

原　
　

和
子

　

部　

員　

高
木　

健
一

　

部　

員　

矢
野　

博
嗣

　

部　

員　

今
西
慶
太
郎

　

部　

員　

会
田
美
智
子

　

部　

員　

岩
雲　

正
博

　

部　

員　

山
本
眞
佐
子

　
　
　
　
（
ブ
ロ
ッ
ク
順
） 　ご協賛いただいた皆さまへ御礼

このたびは大庄地区老人クラブ連絡会発行の機関紙「ふれあ
い」刊行に、広告のご協賛を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本紙は高齢社会に友愛と生き甲斐を求める同志の心の糧と
なる情報普及をめざし発刊して参ります。今後も引き続きご支
援賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　大庄地区老人クラブ連絡会

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています


